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３学期がスタートしました！

新年あけましておめでとうございます

本年もよろしくお願いします

本年も夢と希望のもてる一年に
明けましておめでとうございます。１月９日（火）３学期がスタートしました。新しい年に夢と希望を抱き、ご

家族皆さんで新春を迎えられたことと思います。旧年中は、いろいろと本校教育活動のために、ご理解とご協

力をいただきありがとうございました。穏やかな年越しを迎え、この一年間が平和で豊かな年でありますよう

切に願っています。

今年の干支は、甲辰（きのえ・たつ）です。「甲辰」の、「甲」は「悠聖であること

を表す他、まっすぐに堂々とそそりたつ大木」を表し、「辰」は十二支の中では唯一架

空の生き物龍を意味し、水や海の神として祀られてきた龍は竜巻や雷などの自然現

象を起こす大自然の躍動を象徴するものであり、龍が現れるとめでたいことが起こ

ると伝えられてきました。この2つの組み合わせである「甲辰」には、「成功という芽

が成長していき、姿を整えていくこと」といった縁起のよさを表しているといえそうで

す。

本日は始業式で、生徒へは次のようなお話をしました。

今年度は、例年より少し長い１７日間の冬休みでしたが、有意義な冬休みが過ごせたでしょうか。「一年の計は元

旦にあり」ということわざがあります。これは、「一年間の目標や計画は、元旦に決めるのが良い」、「何事も最初の

計画や準備が大切で、それができていないと物事はうまくいかない」、「はじめが肝心」など、いくつかの意味がある

ようですが、年が明け、今年一年の抱負や目標をしっかり立てることはとても大事なことだと思います。皆さんは、

もう今年の抱負や目標は立てたでしょうか。しかし、あまり高い目標を立てても、すぐに実現することは難しいかも

しれませんから、大きな夢や高い目標に向かってのちょっと頑張れば実現できそうなスモールステップの目標を立て

てみてください。そして、それがクリアできたら、また一段階上の目標を目指すというように、スモールステップを

繰り返し積み重ねていくことが夢の実現や大きな目標の達成に繋がっていくのではないかと思います。３学期はとて

も短い学期です。１、２年生の授業日数は５３日、３年生は４５日です。その中でも、

各学年のまとめや次の学年への準備、３年生にとっては、受検、進路の決定と、やらね

ばならないことはたくさんあり、とても重要な学期です。是非、一日一日を大切に過ご

してもらいたいと思います。

感染症の防止対策について
インフルエンザ等の感染状況は、年末・年始の帰省等で人々の動きが多いことから、例年冬休み明けのこの時期は

感染が拡大することが懸念されています。ここでしっかり感染防止対策を講じて感染拡大を食い止めなければなりま

せん。皆さんには引き続き日常の感染防止をしっかり意識した生活をお願いいたします。再度のお願いになりますが、

本人が発熱等で体調が悪い場合は、生徒の登校を控えていただくようご協力をお願いいたします。

３学期も、学校でも感染防止対策の徹底を図りながら、教育活動をしっかり進めていきたいと思います。どうぞご

家庭のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 ＜文責 谷 滋 ＞


